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  Recently, disasters occur frequently in Japan, then we are doing the restoration and reconstruction 
every time. In this process, remains caused by disasters tend to be eliminated from the reconstruction 
plans as negative legacy. However, those remains have begun being reviewed because they 
demonstrate the history of the land and they have a memorial value and lifelong educational v alue. In 
this study, we reveal the reconstruction process of the land that preserve the disaster remains and that 
is tourism of them, investigate the process and necessary items of preserving them, finally we aim to 
show the significance and effect to preserve the disaster remains. 
 









































氏へのヒアリング調査（2014 年 12 月 11 日～13 日）と，
               
平成 27 年 12 月 21 日受理 
＊  工学研究科（Graduate School of Engineering） 




（2014 年 11 月 19 日），南島原市役所への電話でのヒア











新潟県中越地震は，2004 年 10 月 23 日に発生したマ
































表 1 全国の代表的な災害遺構 



















































図 1 調査対象災害 
 
没家屋を見学しに来た人々が立ち寄る場所となってい
た．2010 年 10 月には，公益財団法人新潟県中越大震
災復興基金（以下「復興基金」）から約 1000 万円の資




長さ 140m，厚さ 30m にわたって道路が崩壊した，大
規模な土砂災害現場である（図 4）．この時，走行中の


















































雲仙普賢岳は，1990 年 11 月 17 日 198 年ぶりに噴火，
まもなく活動は低下したが，1991 年 2 月 12 日再び噴
火が始まり，5 月 15 日には水無川で最初の土石流が発
生した．そして，1991 年 6 月 3 日に大規模な土石流と
火砕流が発生し，これによる死者は 44 人であった．








て，文献文 4）によると年間推定 5 万人となっている．
図 2 水没した木籠集落 
図 3 郷見庵 
図 4 妙見土砂崩落現場 
図 5 妙見メモリアルパーク 
39
長崎大学工学研究科研究報告の完全版下投稿用原稿例（ワード 97-2003版） 
図 6 大野木場小学校被災校舎とみらい館 
図 7 被災した校舎内の教室 
図 8 ドーム内の被災家屋 





















置づけられた．1994 年 5 月には地権者を中心に普賢観
光協会が設立され，同年 9 月には「保存及び観光公園
化を求める意見提出に関する請願」を，同協会が深江









































































表 2 保存上の課題とその解決策 


















































































































































































































担している．内容としては，老朽化の調査を 2 年に 1
回行い，危険個所の処置やさび止め等を必要に応じて
































































































































の成立過程 その1 ～中越メモリアル回廊 妙見
メモリアルパークについて～，日本建築学会大会
学術講演梗概集（北海道），2013年8月，7518，
pp.1111-1112 
7) 震災復興ビジョン策定懇話会：新潟県中越大震災 
復興ビジョン，平成17年3月1日 
8) 公益社団法人中越防災安全推進機構：新潟県中越
大震災の「震災遺構」，平成26年3月 
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